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平成年月日 木曜日 第号官 報
〇
法
務
省
令
第
四
十
五
号

不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日

法
務
大
臣

金
田

勝
年

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

東
京
法
務
局
町
田
出
張
所
管
内
東
京
都
町
田
市
小
山
町
に
属
す
る
地
域
（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
に
神
奈

川
県
相
模
原
市
か
ら
編
入
さ
れ
た
地
域
に
限
る
。）内
の
登
記
事
務
（
商
業
登
記
の
事
務
を
除
く
。）は
、
横
浜
地
方

法
務
局
相
模
原
支
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

横
浜
地
方
法
務
局
相
模
原
支
局
管
内
神
奈
川
県
相
模
原
市
緑
区
東
橋
本
三
丁
目

四
丁
目
及
び
中
央
区
宮
下
本
町
二
丁
目

三
丁
目

に
属
す
る
地
域
（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
に
東
京
都
町
田
市
か
ら
編
入
さ
れ
た
地
域
に
限
る
。）内
の
登
記
事

務
（
商
業
登
記
の
事
務
を
除
く
。）は
、
東
京
法
務
局
町
田
出
張
所
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
及
び
第
二
条
第
四
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月

十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
五
十
一
号

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
等
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
五
条
第

八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
隊
の
設
置
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
号
中
「
第
三
条
第
五
号
ワ
、
ヨ
か
ら
レ
ま
で
及
び
ツ
」
を
「
第
三
条
第
五
号
ワ
、
ヨ
か
ら
レ
ま
で
、
ツ

及
び
ラ
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

防
衛
大
臣

稲
田

朋
美


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